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Fig.1: J1652とその周辺
の4つの[OIII]速度成分
• 北側に遠ざかるoutflow 

(dust減光がより強い) 

はNIRSpecの高い感度に
より初めて検出 →
bipolar outflow。

• v~0もclumpyなgas分布
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Fig.2: HST/WFC3 F160W
画像に[OIII]の2つの速度成
分 (Sys, Red2) を重ねて表
示。
• C1, C2, C3はこれまで見
つかってはいたが
redshiftは分かっていな
かった。Fig.3の通り、今
回初めてphysicalに近い
ことが判明。

• (IFUの視野外にもいる？)

• QSOと3つの銀河が相互作
用し、原始銀河団が形成
されつつある。
(数密度はfieldより2桁高い)

• J1652はcD銀河の祖先？

Fig.3: J1652とその周囲の
[OIII]速度分布。
• A1, A2以外ではv~0つまり
ホスト起因の成分も受
かっている。
→QSOの周囲10kpcに電離
ガスが広がっている。

• A3のbroadなv~+450は新
たに見つかった成分。

• C1, C2, C3の速度も初めて
得られた→投影距離~5-10 

kpc。速度分散は130-160 

km/sで普通の銀河程度。
M/Lから推定される星質量
は>1e9.8Msun。

• 南西方向にv~700-800の成
分。Continuum tidal tai

l (Fig.2の楕円) と付随。
→相互作用の結果か。

• 銀河とBlack Hole (BH) の共進化
• 銀河中心部でのdusty starburstによりBHが成長する (accretion phase) 一方
で、AGN-driven outflowにより星形成が止まる (blowout phase)。

• Merging/interactionも密接に関係していると考えられる。
• 共進化を観測的に確かめる上で、red (obscured) QSOは適した種族。

• z~2-3 red QSOには速いoutflowがあり、blowout phaseの最中と考えられる。
• しかしながら、QSO自身が邪魔になり、ホスト銀河やその周辺の様子を詳しく
調べることはHST/WFC3をもってしても難しかった（近傍ですら）。

• JWST/NIRSpec IFUデータでz~3 red QSO (J1652) とその周辺の速度構造 ([OIII]) 

を調べた。
• これまでに3000 km/sの[OIII] outflowやtidal tailが見つかっている。
• Feedbackによってstarburstが終わりつつあると見られる天体。

◆ J1652は複数のhaloが合体している最中の(原始)銀河団。
◆ [OIII]速度分散から推定されるhalo mass ~ 1e13 Msun → z~0で1e15 Msunの銀河団ハローに成長。


